
　11 世紀後半～ 15 世紀にかけて、東海
地方で作られた釉薬をかけない碗・小皿
を主体にしたやきものです。碗の高台に
籾殻痕があるのが特徴で、大量生産され
庶民にまで広がりました。日常雑器を中
心として生産しており、地元で消費され
ました。


